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論ろ
ん
し
ゃ

　
社

　

延
喜
式
内
社
の
社
名
や
祭
神
、
鎮
座
地
が
変
更
さ
れ
て

い
た
り
、
他
の
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
た
り
、
ま
た
、
一

度
荒
廃
し
た
後
に
復
興
さ
れ
た
り
し
た
場
合
、
式
内
社
の

後こ
う
え
い裔
と
目
さ
れ
る
神
社
が
複
数
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
ど

43
穴
門
山
神
社
の
論
社
は
穴
門
山
神
社
（
倉
敷
市
真
備
町
妹

　

八
ー
九
五
）

44
在
田
神
社
は
八
幡
神
社
（
笠
岡
市
有
田
二
二
七
〇
）
に
名

　

称
変
更
。

８
高
野
神
社
の
論
社
は
高
野
神
社
（
津
山
市
高
野
本
郷　
　

　

一
〇
一
ー
二
）

36
野
俣
神
社
は
總
社
宮
（
総
社
市
総
社
二
ー
一
八
ー
一
）
境

　

内
神
社
の
沼
田
神
社
。

ち
ら
か
特
定
出
来
な
い
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
を
論
社
と

い
う
。

岡山県内の延喜式内社
№ 社格 神　社　名 鎮　座　地 旧国名 旧郡名
1 小 形部神社 真庭市社 1272 美作国 大庭郡
2 小 佐波良神社 　　　〃 美作国 大庭郡
3 小 壹粟神社 真庭市社 654 美作国 大庭郡
4 小 久刀神社 　　　〃 美作国 大庭郡
5 小 莵上神社 　　　〃 美作国 大庭郡
6 小 長田神社 　　　〃 美作国 大庭郡
7 小 横見神社 真庭市社 758 美作国 大庭郡
8 小 高野神社（論社） 津山市二宮 601 美作国 苫東郡
9 名神大 中山神社 津山市一宮 695 美作国 苫東郡
10 小 天石門別神社 美作市滝宮 89 美作国 英多郡
11 小 美和神社 瀬戸内市長船町東須恵 1064 備前国 邑久郡
12 小 片山日子神社 瀬戸内市長船町土師 799 備前国 邑久郡
13 名神大 安仁神社　 岡山市東区西大寺一宮 895 備前国 邑久郡
14 小 鴨神社 赤磐市仁堀西 678 備前国 赤坂郡
15 小 宗形神社 赤磐市是里 3235 備前国 赤坂郡
16 小 石上布都魂神社 赤磐市石上 1448 備前国 赤坂郡
17 小 布勢神社 赤磐市仁堀西 1027 備前国 赤坂郡
18 小 神根神社 備前市吉永町神根本 1147 備前国 和気郡
19 小 大神神社　 岡山市中区四御神 381 備前国 上道郡
20 小 石門別神社 岡山市北区奥田南町 4-48 備前国 御野郡
21 小 尾針神社 岡山市北区京山 2-2-2 備前国 御野郡
22 小 天神社 岡山市北区三野本町 2-1 備前国 御野郡
23 小 伊勢神社 岡山市北区番町 2-11-20 備前国 御野郡
24 小 天計神社　 岡山市北区中井町 1-5 備前国 御野郡
25 小 國神社　 岡山市北区三門中町 5-1 備前国 御野郡
26 小 石門別神社 岡山市北区大供表町 3-30 備前国 御野郡
27 小 尾治針名真若比咩神社 岡山市北区津島本町 20-8 備前国 御野郡
28 小 鴨神社 加賀郡吉備中央町上加茂 471 備前国 津高郡
29 小 宗形神社 岡山市北区大窪 193 備前国 津高郡
30 小 鴨神社 玉野市長尾 1173・1174 備前国 児嶋郡
31 小 田土浦坐神社 倉敷市下津井田之浦 1-15-30 備前国 児嶋郡
32 小 百射山神社 総社市三輪 1347 備中国 窪屋郡
33 小 足高神社 倉敷市笹沖 1033 備中国 窪屋郡
34 小 菅生神社　 倉敷市祐安 1993 備中国 窪屋郡
35 小 古郡神社　 総社市総社 2405 備中国 賀夜郡
36 小 野俣神社 総社市総社 2-18-1 備中国 賀夜郡
37 小 皷神社 岡山市北区上高田 3628 備中国 賀夜郡
38 名神大 吉備津神社 岡山市北区吉備津 931 備中国 賀夜郡
39 小 石疊神社 総社市秦 3995 備中国 下道郡
40 小 神神社 総社市八代 918 備中国 下道郡
41 小 麻佐岐神社 総社市秦 4035 備中国 下道郡
42 小 横田神社 総社市久代 3632 備中国 下道郡
43 小 穴門山神社（論社） 高梁市川上町高山市 1035 備中国 下道郡
44 小 在田神社 笠岡市有田 2270 備中国 小田郡
45 小 神島神社 笠岡市神島外浦 1706 備中国 小田郡
46 小 鵜江神社 小田郡矢掛町西川面 1334 備中国 小田郡
47 小 足次神社 井原市西江原町 44 備中国 後月郡
48 小 日咩坂鐘乳穴神社 新見市豊永赤馬 6352 備中国 英賀郡
49 小 井戸鐘乳穴神社 真庭市上水田 8425 　　 備中国 英賀郡
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戦
後
の
神
社

　

神
社
神
道
は
、
肇は
つ
く
に国
以
来
わ
が
日
本
の
国
土
に
お
い

て
、
日
本
民
族
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
民
族
固
有
の

信
仰
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
国
民
に
と
っ
て
は
勿
論
の

こ
と
、
広
く
国
家
、
社
会
に
と
っ
て
も
常
に
神
社
は
そ

の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
続
け
て
き

た
。

　

明
治
以
降
「
神
社
は
宗
教
と
し
て
取
り
扱
わ
な
い
」

と
い
う
特
別
な
地
位
に
置
か
れ
、
長
い
歴
史
を
背
景
と

す
る
伝
統
は
、
十
二
分
に
尊
重
さ
れ
た
。

　

皇
紀
二
六
〇
〇
年
に
あ
た
る
昭
和
十
五
年
に
は
、
全

国
十
一
万
有
余
の
神
社
を
総
括
す
る
官
庁
と
し
て
、
従

前
の
内
務
省
神
社
局
が
拡
大
昇
格
し
て
神
祇
院
と
な

り
、全
国
の
諸
神
社
の
神
威
は
な
お
一
層
高
揚
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
の
詔
書

を
拝
し
た
国
民
は
、
今
後
の
日
本
が
ど
う
な
る
の
か
憂

慮
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　

同
八
月
十
五
日
、
神
祇
院
で
は
「
大
東
亜
戦
争
終
結

に
伴
う
神
職
奉
務
に
関
す
る
件
」
の
通つ
う
ち
ょ
う牒を
各
知
事
に

発
し
、
占
領
軍
の
上
陸
に
備
え
て
、
各
神
社
奉
護
の
方

法
を
指
示
し
た
。

　

同
八
月
三
十
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元げ
ん
す
い帥
が
進
駐
し
、

同
九
月
二
日
ミ
ズ
ー
リ
艦
上
に
お
い
て
降
伏
文
書
の
調

印
が
行
わ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
占
領
政
策
遂
行
の
た
め

に
、
連
合
軍
最
高
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
が
東
京
に
置
か

れ
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
は
内
部
機
構
と
し
て
民
間
情
報
部
が
あ

り
、
そ
の
下
に
宗
務
課
が
置
か
れ
、
バ
ン
ス
博
士
が
課

長
と
し
て
宗
教
一
般
の
監
督
に
あ
た
っ
た
。

　

同
九
月
十
四
日
に
は
、
刀
剣
所
持
の
禁
令
が
発
せ
ら

れ
、
明
治
政
府
の
廃
刀
令
や
豊
臣
秀
吉
が
行
っ
た
刀
狩

り
以
上
に
厳
し
く
、
刃
渡
り
三
寸
以
上
の
刀
剣
が
対
象

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
神
社
所
有
の
数
々
の
名
刀
が

持
ち
去
ら
れ
た
。

　

同
十
月
四
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
「
政
治
的
、
社
会
的
及

び
宗
教
的
自
由
に
対
す
る
制
限
除
去
の
件
」
の
覚
書
が

発
せ
ら
れ
、
米
国
務
省
の
神
社
神
道
に
対
す
る
特
権昭和 62 年明治神宮北参道入り口に建設、移転した神社本庁
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廃
止
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
た
。
神
祇
院
は
こ
の
意
向
を

受
け
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
「
神
社
は
国
家
、
国
民
道
徳
の

淵え
ん
げ
ん源
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
宗
教
と
し
て
取
り
扱
わ
れ

る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。」
と
説
明
交
渉
を
繰
り
返
し

た
。

　

一
方
、
神
社
界
に
お
い
て
は
、
大
日
本
神
祇
会
（
全

国
神
職
会
）、皇こ
う
て
ん
こ
う
き
ゅ
う
し
ょ

典
講
究
所（
神
道
の
研
究
、教
育
を
行
っ

た
機
関
）、神じ
ん
ぐ
う
ほ
う
さ
い
か
い

宮
奉
斎
会
（
伊
勢
神
宮
の
崇
敬
団
体
）
が
、

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
で
い
う
「
信
教
の
自
由
」
の
意
図
を
見

抜
き
、
神
社
に
縁
故
の
深
い
吉
田
茂
、
宮
地
直
一
氏
ら

を
交
え
、
神
祇
院
と
対
策
を
練
っ
た
。

　

こ
れ
ら
三
団
体
は
、「
神
社
は
近
く
民
間
団
体
に
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
神
社
は
古
来
か
ら
民
衆
の
信
仰
に

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
の
で
、
存
続
は
可
能
」
と
の

意
向
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
国
家
管
理
か
ら
離
さ
れ
た

神
社
を
維
持
す
る
に
は
民
間
組
織
が
必
要
に
な
り
、「
神

社
連
盟
」
を
組
織
す
る
案
が
出
さ
れ
た
。

　

同
十
一
月
十
三
日
、
新
団
体
設
立
準
備
協
議
会
が
開

催
さ
れ
、
新
団
体
は
教
団
で
は
な
く
、
公
益
法
人
に
す

る
事
に
な
り
、
名
称
を
仮
称
で
神
祇
庁
と
し
た
。

　

翌
日
、吉
田
茂
が
「
神
祇
庁
（
仮
称
）
設
立
趣
意
書
」

を
携
え
て
、
神
祇
院
、
宮
内
省
、
終
戦
連
絡
中
央
事
務

局
を
訪
問
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
報
告
を
行
い
、
内

務
省
に
お
い
て
、新
団
体
結
成
の
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

　

翌
日
の
新
聞
で
、
一
般
国
民
は
初
め
て
神
社
は
、
今

後
国
家
の
手
を
離
れ
て
、民
間
の
氏
子
、崇
敬
者
に
よ
っ

て
維
持
さ
れ
る
事
を
知
ら
さ
れ
た
。

　

同
十
一
月
二
十
七
日
、
第
一
回
神
祇
庁
設
立
準
備
委

員
会
が
大
日
本
神
祇
会
館
で
開
催
さ
れ
、
神
社
の
危
急


